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一富山県留学生等交流推進会議ー

座談会「留学生は， 地域に何を求めているか。」 Q

 

Q

 
平成5年度富山県 留学生等交流推進会議（議長：小黒

千足 富山大学長） が， 去る11月26日 働市内の高志会館

において開催されました。

会議では， 小黒議長の あいさつに始まり， 続いて， 本

会議に列席された文部省学術国際局 留学生課留学生交流

政策室の宮内健二企画調査係長から， 「我が国の外国 人

留学生の受入れ状況J, 「留学生の受入れ対策に関する

行政監察結果に基づく勧告の概要」及び「平成6年度 留

学生交流の概算要求主要事項Jについて説明があった後，

4 団体（富山工業高等専門学校， 富 山商船高等専門学校．

新湊市， 国際ソロプチミ ス ト富 山） の新規加入が承認さ

れました。

引き続き． 今回の特別企画として， 留 学生を招いて

「留学生は， 地域に何 を求めているか。 」 また 「地域は，

留学生に伺を期待しているか。 」のテーマで座談会が聞

かれ， 留学生と推進会議委員との活発な意見交換が行わ

れました。

席上， 留学生から，

・茶道や着付けを習ったり． 地域の祭りに参加して日 本

人と交流したい。

・留学生会館や低廉・良質な宿舎がほしい。

・日 本文化・社会に関する定期的な講演やセミナーを開

催してほしい。

企 富山県留学生等交流推進会議（於：高志会館）

・日 本人と 留学生の交流の場を造ってほしい。

・外国人をいろいろな面で差別しないでほしい0

．奨学金の数や種類をもっと増やしてほしい。

など財政的支援や精神的支援に大いに期待したいとの発

言が ありました。

また， 地域から， 「富山県は 住 みやすい 所ですか。」，

「何か不便に感 じていることが ありますか。 」 などの

質問に対して． 「物価や交通費は高いけれども， 勉強や

生活するうえでは富山県に来てよかった。 」 など率直な

意見がだされました。

さらに， 地域から留学生へ．

・地域（町内） の行事に積極的に参加してほしい。

・留学生間でサークlレを作って交流する機会をもってほ

しし、。

・留学生の方から積極的に声をかけてほしい0

．地域のルールを守ってほしい。

など日 本人との交流を深めることを期待する具体的な 発

言が ありました。

この意見交換から， 留学生も地域もお互いの交流を期

待しており， 早速， ホームステイを計画して交流を深め

たいという意見も飛び出す等， 相互理解を深めることが

でき， 参加者にも大変好評で非常に実り ある推進会議と

なりました。

企 活発に意見を交換する留学生
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＼ 退職に際しての心構え 人
女

貴
女

安

貴
女［平成5年度富山地区国立学校等教職員生涯生活設計セミナー」

一 平成5～7年度の退職予定者及び配偶者を対象－

去る11月25日 同富山大学と文部省共済組合の主催によ

る富山県下7国立機関の定（停） 年退職前 3年以内の教

職員を対 象とした「 平成5年度富山地区国立学校等教職

員生涯生活設計セミナー」が， 本学黒 田講堂会議室で開

催されました。

このセミナーには， 文部省大臣官房福利課阪内宏一生

涯生活設計専門 官を迎え， 退職 後の「生活設計の必要性

に ついて」， また， 前富山県民生涯学習カレッジ学長吉

崎四郎氏から円、きがい」 と題して講演が行われ， その

後， 「退職 後の医療制度」， 「退職年金」 ， 「退職 後の

経済問題」， 「健康管理」 などに ついて各担当者から．

それぞれ長期的な生涯生活設計に関する説明が行われま

した。 このセミナーには職員の配偶者を含め約60人が参

加， 終始熱心にメモを取り聴講していました。

企 文部省大臣官房福利課阪内生涯生活設計専門官の

講演を聴く受講者（於：黒田講堂会議室）

生涯生活設計セミナ一日程表

9 : 00 

30 

FムZι� 付

開会の挨拶

富山大学事務局長 今 田 牧
「生活設計の必要性」について（60分）

文部省大臣官房福利課

生涯生活設計専門 官 阪 内 宏 一

「退職 後の医療制度」に ついて（30分）

富山大学経理部経理課

給与係長 河 上 孝

「生きがい」に ついて（60分）

富山県文化行政推進顧問

（前 富山県民生涯学習カレッジ学長）

吉 崎 四 郎

昼 食

「退職手当」について（30分）

富山大学庶務部人事課給与係

島 回 勝 弘

10 : 00 

30 

11 : 00 

12 : 00 

13 : 00 

13 : 30 「退職年金」について（40分）

富山大学庶務部人事課給与係

島 田 勝 弘

「退職 後の経済問題等」について（60分）

富山第一銀行 FAグループ

第三営業部 営業 副推進役

毛 利 彰
「健康管理」について（60分）

富山医科薬科大学 医学部教授

鏡 森 定 信

閉会の挨拶

富山大学庶務部人事課長

園 来日 男
相談コーナー

講師等関係者

14 : 00 

15 : 00 

16: 00 

16 : 30 

17 00 
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[> e>I第26回北陸信越地区国立大学工学部長会議問寸

去る11月25 日 同， 26日 幽の 2 日 間にわたり． 本学工学

部が当番校となり， 第26回北陸信越地区国立 大学工学部

長会議が開催されました。

この会議には， 北陸信越地区の国立 大学のうち． 工学

部（繊維学部を含む） を設置している 6 大学 7 学部の学

部長等14人の出席が あり 終始熱心な討議が展開されま

した。

なお， 会議議題は， 次のとおりです。

1 . 国立 大学工学部長会議に提案する議題について

① テーチング・ア シス タント制度の充実について

② 助手及び教育・研究支援職員の待遇改善及び定員

削減の廃止について

③ 文教施設整備費及び特別設備費の増額について

2 . 北陸信越地区国立 大学問の教育・研究協力体制につ

いて

3 . 地域社会との連携協力について

4 . その他

平成5年度（第15回）

企 第26回北陸信越地区目立大学工学部長会議

（平成5年11月25日～26日 於： 富山大学工学部）

ー』｜北陸地区大学等厚生補導担当者研修会開催I .........-

企 北陸地区大学等厚生補導担当者研修会で

活発に意見交換を行う参加者たち

北陸地区 大学等厚生補導担当者研修会が， 中部地区学

生補導厚生研究会北陸地区部会により， 本学の主催で 去

る11月15 日 伺）， 16日 ωの両 日 にわたり国立立山 少年自然

の家で開催されました。

この研修会には富山． 石川， 福 井 3 県の国・公・私立

大学（短期 大学を含む） 及び高等専門学校等の15 機関か

ら25 人の参加が ありました。

は じめに 橋口学生部次長から， 今 日 の学生部を取り巻

く諸情勢等について説明が あり， 引き続き， 「 課外活動

中の事故について」 及び「学生相談窓口の在 り方につい

て」 のテーマに基づき熱心な討議が行われました。

日 頃厚生補導業務を担当する職員にとっては， いずれ

も身近で切実な問題で あるだけに体験談を通 じての情報

交換， 意見交換等が活発に行われ， たいへん有意義なも

のとなりました。
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＝受講者 富山県内6機関＝

報 第347号

h第5回（ 平成5年度） 富山県地区国立学校等中堅職員研修円
第5回（平成5年度） 富山県地区国立学校等中堅職員

研修が． 去る11月9 日 ωから11月11日 同までの 3 日 間，

本学が世話機関となり， 本学黒 田講堂会議室及び国立立

山 少年自然の家において実施されました。

本研修は富山県内 6機関（富山 大学， 富山医科薬科大

学， 高 岡 短期 大学． 富山工業高等専門学校， 富山 商船高

等専門学校， 国立立山 少年自然の家）合同の研修で， 中

堅職員20人（うち女性職 員 9 人） が受講しました。

この研修会は， 中堅職員の職務の遂行に必要な基礎的

知識， 技術， 態度及び広範な行政的視野並びに社会的見

識を付与する こ とにより， 各機関の中核となるべき職員

の養成を図 る こ とを目的としたものです。

本年度は， 講義や立山 博物館見学に加え， 小林庶務部

長の講話や， 人事課長も助言者として参加する「全体討

議」 等も企画され， 和気 あい あいの中にも， 熱のこもっ

た研修となりました。

なお． 受講者及び研修日 程は次のとおりで、す。

企 「班別討議」で事例研究を行う研修生

.. 小林庶務部長の講話を熱心に聴く研修生

企 「全体討議Jで各班代表から行われた班別討議・結果発表
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第5回（平成5年度）

富山県地区国立学校等中堅職員研修受講者名簿

機 関 名 所 属 ． 職 名 氏 名

官..； 山 大 弓会1一． 庶務部企画室教養教育実施係 教務主任 小 林 司

富 山 大 ρ寸斗ι. 庶務部企画室教養教育実施係 安 部 保 子

富 山 大 ρ4ι － 経理部経理課出納係 出納主任 川 護 誠

官E目;' 山 大 A寸Mらー 人 文学部・理学部庶務係 庶務主任 高 畠 幸 子

富 山 大 井寸ιー 人 文学部・理学部庶務係 人 事主任 関 川 国 彦

富 山 大 －弓＂＇ゐ一 教育学部学務係 畠 山 節 子

世..I 山 大 � 経済学部会計係 会計主任 大 田 園 彦

’E宮B 山 大 バ寸斗ιー 工学部 学科 事務主任 松 島 倶 子

富 山 医 科 薬 科 大 学 総務部経理課共済組合係 共済組合主任 野 湾 和 子

富 山 医 科 薬 科 大 学 業務部医 事課医 事係 医 事主任 西 野 伸 一

富 山 医 科 薬 科 大 学 総務部経理課用度第一係 管理主任 辻 堂 清

富 山 医 科 薬 科 大 学 業務部医 事課医 事係 入院主任 菊 映 子

富 山 医 科 薬 科 大 学 総務部主計課収支分析係 収支調査主任 黒 田 景 一

富 山 医 科 薬 科 大 学 業務部医 事課病歴管理係 学術病歴主任 佐 野 和 典

富 山 医 科 薬 科 大 学 総務部経理課情報処理係 給与主任 大 島 隆 久

間国J 岡 短 期 大 品守ι一 会計課司計係 絹 石 達 也

富山工 業 高 等 専 門 学 校 会計課総務係 笹 岡 直 美

富 山 商 船 高 等 専 門 学 校 庶務課庶務係 庶務主任 湯 浅 仮 子

富 山商 船 高 等 専 門 学 校 学生課 図書係 図書主任 宮 垣 秋 乃

国 立 立 山少 年 自 然 の 家 庶務課会計係 会計主任 田 中 正 博

第5回（平成5年度）富山県地区国立学校等中堅職員研修 日程表

9:00 10:00 11 :00 12:00 

11 
月
9 
日

（火）

11 
月
10 
日

（水）

11 
月
11 
日

（木）

アーオ 開 「講 話」

ン、 コ二 講 富 山大学
ヨ

ン 庶務部長
ン 式 小林一三

「講 義」
く職場のストレス〉

「講 義」
く深 海 の 話〉

富山大学理学部助教授
竹 内 章

（移動）

立山少年
富 山大学教育学部教授

自然の家へ石 原 君事

「講 義」 （ 班 別 討 議）
く服務規律〉

富山大学人事課長
園 利男 事 例 研 究 E

13:00 14:00 15:00 16：・00 1 7:00 

休 （班別 討 議）

研 修 ビ デ オ

舌，也自、 フリートーキング

休
見 且fι－ （班 別 討 議）

入 懇 宿

浴 親

舌，也自、
富山県「立 山博物館」 事 例 研 究

等 会 泊

休 （班別討議） 全体討議 （移 動） ア 閉
ン

事例研究
ケ 議

舌，G自a、 ま と め （各班発表） 富 山大学へ ト 式
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ふれあい
産学官の共同研究のための

平成5年度『第7回経営者・研究者交流会』を開催

一一教育機関， 研究機関及び企業の経営者が一堂に会して情報提供一一

基調講演

「機能性セラミックスの最近の技術動向」の風景

富山 大学地域共同研究センターと富山技術開発財団が

主催， 富山県内各高等教育機関・各工業会共催の第 7 回

経営者・研究者交流会が11月24日 岡本学工学部を会場と

して開催されました。

本交流会は， 富山県内の高等教育機関， 公設研究機関

の研究者及び企業の経営者・研究者が一堂に会し， お互

いの研究チームの紹介， 情報交換などをすることにより

共同研究の「芽」の発掘の機会を得， 産学官共同研究の

推進を 図 ることを目的としたもので あり， 昭和62年度に

富山 大学地域共同研究センターが設置されて以来毎年開

催されており， 富山県における産学官交流の主要な事業

となっています。

8-

今年度は， 産学官合わせて212人の参加者により午 前

中に． 一ノ瀬 昇 早稲 田 大学理工学部教授から「機能

性セラミックスの最近の技術動向」と題した基調講演が

あり， 午 後は， 「電子デバイス ・情報処理J ' 「メカト

ロ ・加工技術J ' 「新素材」及び「バイオサイエン ス 」

の 4 分科会に分かれ産学官 それぞれの研究紹介や熱心な

討議が行われました。

現下の厳しい経済状況を踏まえ， より一層の連携協力

が必要で あるとの声が多く， 本交流会の所期の目的を達

成することができました。

分科会終了 後， 工学部 大会議室において懇親会が行わ

れ， 分科会とは別に， なごやかな情報交換が行われまし

た。

懇親会場の交歓風景
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平成5年度

日本育英会奨学金返還説明会を開催

平成5年度日 本育英会奨学金返還説明会が， 11月11日

同15時20分から経済学部201講義室で行われました。

現在 ， 本学では延1,358名(I種 1,104名， E種 254 

名） が日 本育英会の奨学金の貸与を受けていますが， こ

のうち， 平成6年 3 月に満期を迎える337名(I種 282 

名， E種 目名） を対 象に開催されました。

当日 は， 日 本育英会名古屋 支 所収納課 鈴木課長補佐

から奨学金の返還に関する諸手続きについて説明が あり，

その後， 月間小学校 田村教 頭から， 「育英友の会」 の

活動及び勧誘について説明が ありました。 この説明会に

は対 象者の約 7割が参加し， メモを取ったり質問を行う

など熱心に聴いていました。

この説明会に参加した学生は， それぞれが卒業後に奨

学金を確実に返還していくことの意義を再認識するとと

もに， 今 後の返還に関する手続きや方法を理解するうえ

でも， 大変有意義で あったものと思われます。

企 多くの 日本育英会奨学生が参加し． 開催された

奨学金返還説明会（於：経済学部201講義室）

平成5年度 日本育英会奨学生数

平成元年度以前入学 平成2年度入学 平成3年度入学 平成4年度入学 平成5年度入学
Iロ" 区 分

第1種 第2種 第1種 第2種 第l種 第2種
言十

第1種 第2種 第l種 第2種

人 文 弓会三£ー． 部 4 42 8 49 11 37 (1) 7 36 8 202(1) 

教 育 二F子L,. 部 3 62 8 56 (1) 13 39 10 40 (2) 13 245(3) 

経 済 持弓F品－ 部 10 64 14 68 (1) 6 79 (1) 16 53 (1) 9 320(3) 

理 A寸斗ー 部 5 3 33 (1) 17 31 7 37 (1) 18 41 6 198(2) 

工 学 部 14 6 61 12 59 (2) 23 62 (1) 18 51 19 325(3) 

計 36 11 262 (1) 59 263 (4) 60 254 (4) 69 221 (3) 55 1,290(12) 

大学院人文科学研究科 4 3 8 

大 学院経済学研究科 3 4 

大学院理学研究科 10 8 18 

大学院工学研究科 15 21 36 

言十 32 33 66 

教 育 専攻科 2 2 

言十 2 2 
t口" 言十 36 11 262 ( 1) 59 264 (4) 60 286 (4) 69 256 ( 3) 55 1,358(12) 

（ ） は併用貸与者数で． 内数。
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／ 富大のPRに一役 ／ 
”.......－第3回全国産業教育フェアに出展�

企 開講式のテープカッ卜 （於． 富山県民会館）

第 3 回全国産業教育 フェアが11月18日 同から11月21日

（日）までの 4 日 間， 文部省 ・富山県教育委員会などの主催

により， 富山県民会館を主会場として開催されました。

本学は， 大学紹介「富山 大学ってどんな 大学？」 ， 入

試案内「富山 大学は君達を待っている」及び「研究紹介」

のテーマについて展示するとともに， 主として職業科高

等学校生徒に対し， 富山 大学の学部学科等の概要と入試

制度， 特に推薦入学についての説明等を行いました 。 ま

た， 研究の一部を紹介するものとして， 教育学部から

「衣服の快適性を科学する」（諸 岡晴美助教授） ， 理学

部から「未来への鍵握る植物D N Aの研究」（ 山 田 恭司

教授に 工学部から「新素材の超塑性加工・アルミの押

出し設計」（時津 貫教授）． 「本を読むコンピュータ」

（米国政明教授） を展示し． 担当の教官が 4 日 間にわた

り常時説明と実演を行いました。 期間中富 大コーナー

への入場者数が， 2,200人余を数えた ことは職業科高校

生の 大学への関心の 大きさを示すもので あり， 本学の参

加は有意義なものとなりました。

企 「本を読むコンピュータ」を興味深く見る高校生

［！｝���［！） 
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航先国 目 的 期 問

海 外 出 張 香 港 マレイシア工科大学との学術 5 .  10. 26 

学 長 小黒 千足 シ ン ガポ ー ル 交流協定締結及び各国の高等
マ レ イ シ ア 教育研究事情視察 5 .11. 2 

事務局長 今回 牧 ，， ，， ，， 

庶 務 部 庶務課長 渡遁 昭 ，， ，， ，， 

，， 企画室長 中川 巌 ，， II ，， 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先国 目 的 期 間

香 港 マレイシア工学 大学との学術 5 .  10. 26 
工 学 部 工学部長 時津 貢 シ ン ガポ ー ル 交流協定締結及び各国の高等

マ レ イ シ ア 教育研究事情視察 5 .  11. 2 

，， 学務係長 高邑 欣市 ，， ，， ，， 

5. 10. 28 
，， 教 授 宮下 和維 ，， ，， 

5.11. 5 

，， ，， 宮下 尚 ，， ，， ，， 

，， ，， 米国 政明 ，， II II 

第4回日 韓台情報ディスプレ
5 .  10. 26 

，， ，， 女川 博義 -El' 湾
イ合同研究会に出席

5. 10. 29 

在外教育施設教育事情等調査
5. 10. 27 

教育学部 助教授 藤 田 正春 アメリカ合衆国
及び補習授業校研修会出席

5.11. 5 

海 外 研 修 「韓日 現代宗教研究シンポジ 5 .  10. 18 

人文学部 教 授 小津 J告 大 韓 民 国 ウム」参加及び韓国宗教施設
の視察 5. 10. 24 

第2回アジア・オセアニア比 5 .  10. 23 

理 学 部 助 手 鈴木 信雄 タ イ 較内分泌学会に出席， 研究発
表他 5.11. 3 

第2回アジア・オセアニア比 5 .  10. 24 
，， 教 授 笹 山 雄一 タ イ 較内分泌学会に出席， 研究発

表， 講演他 5. 11. 1 

���r!) 
異動区分 発令年月日 氏 名 異 動 前 の 所属 官 職 異 動 内 何廿』

採 用 5 .  12. 1 秋葉 悦子 講 師（経済学部）

II 渡遁 知行 ，， ，， 

臨 時 的 5 .  11. 10 椎名由里子 教 諭（教育学部附属 中学校） 臨時的任用を更新する（～ 6 . 1 . 4 )任用の更新

併 任 5 11. 17 山 田 智恵 事務補佐員（附属図書館） 事務補佐員（人文学部・理学部）
（～5.12.22) 

退 職 5 .  12. 1 竹井 公子 臨時用務員（教育学部作業員） 平成5年11月30 B限り退職した

II 園 田 高章 教務補佐員（工学部） 平成5年11月30日 限り退職した
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、 学内トピックス ＼－ 

ふ＼『第1回健康の集い』開催／＠
一一見直してみよう／肩こり・腰痛の治し方・付き合い方一一

去る11月24日 制午 後l時から 3時まで教育学部布村忠

弘助教授（日 本体育協会公認スポーツドクター）を講師

として「見直してみよう／肩こり・腰痛の治し方・付き

合い方」 をテーマに健康の集いを学生， 教職員35人の参

加を得て開催されました。

従来肩こり・腰痛は， 中高年齢者にのみ起こると考え

られていましたが， 最近では小・中学生にも肩こり・腰

痛が年々増えています。

また， 腰痛はブルーカラーより． ホワイトカラーに多

いといわれ， しかも男性に多く， 女性の約 3倍の頻度で

起きているといわれます。

今回は肩こり・腰痛を取り上げ， 学生及び教職員を対

象に， 日 常生活の中でどう対処していけばよいかについ

て考えることを目的として実施されました。

肩こり・腰痛は， 筋肉の緊張や疲れ， 姿勢の悪さ， 同

じ姿勢で長時間過ごす， ストレス， 運動不足， 自律神経

の不安定， 視力 異常， 首や骨の 異常， 骨や椎間板の老化

企 布村助教授の肩こりの指導を受ける受講者たち

- 12 -

などが原因とされています。

参加者は， 説明を聞きながらからだの構造について理

解し． 実際に行動に移してみて， 今まで考えてもみなかっ

た自分のからだの柔軟度に気付かされ， また自分の手・

足で ありながら思うように動かぬことに「 アラf不思議」，

「こんなはずでなかった」と日 頃の運動不足に気付かさ

れたり， 講師の一言のアドバイスによって出来なかった

動きが出来るようになったり 今 まで過信していたから

だの退行に驚いていました。

肩こり・腰痛の場合， 安静第ーといっても， 安静とい

う状態を自分自身のからだの感覚でしっかり捕らえるこ

とが大切で あり， また一般によく知られている腰痛体操

なども， だれにでも合うとは限らないなど症状や自分の

からだに合った運動をすべきで あるということがわかり

参加者各自認識を新たにしました。

また， 自分自身のからだのことなので熱心に質疑応答

を行うなど， 和やかなうちに終了しました。

企 腰痛の治し方を熱心に行う受講者たち
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ミ』昌司
平成5年度 第5回附属図書館商議会(10月 4 日）

（審議事項）

(1) 附属図書館自己点検評価委員会委員の選出につい

て

(2) 光ファイリングシステムの要求について

(3) 次期附属図書館長候補者の 選定方法及び日程につ

いて

平成5年度 第5回大学院委員会(10月 8日）

（審議事項）

(1) 平成6年度富山 大学 大学院経済学研究科（修土課

程）入学試験合格者の判定について

(2) 平成5年 9 月富山大学 大学院経済学研究科（修士

課程）修了者の認定について

(3) その他

平成5年度 第6回学生生活協議会(10月13日）

（審議事項）

(1) 平成5年度厚生補導研究会について

~ 

(2) 学生生活協議会の円滑な運営について

(3) その他

平成5年度 第9回評議会（10月15日）

（審議事項）

(1) 平成5年 9 月卒業者の認定について

(2) 学生の除籍について

(3) 転学部について

(4) 編入学（学土入学）について

(5) 転入学について

(6) その他

第85回構内交通対策委員会(10月18日）

（審議事項）

(1) 豊かな屋外環境整備事業について

平成5年度 第5 回事務協議会（10月22日）

（議 題）

当面の諸課題について

副
去る11月 3 日付けで， 平成5年度秋の生存者叙勲が発表され， 本学

関係では次の方が受章されました。

元経済学部教授 瀧 好 英 勲三等旭日中綬章

専門 統計学

現在：富山国際 大学教授として御活躍中

住 所：富山市上正町79
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⑥②⑨⑧＠＠③② 

秀作揃いの
．圃圃

....... 』 平 成 5 年 度教 職 員文化展が好評＿＿＿......

本学レクリエーション委員会文化部会と文部省共済組

合富山 大学支部の共催により， 平成5年度教職員文化展

が 去る11 月1 日 （月）から11月 4日 同までの期間にわたり本

学黒 田講堂会議室・エントランス ホールにおいて開催さ

れました。

本学教職員及び家族から出品された華道13点， 手芸30

点， 書道1 4点， 絵画 2 点， 写真8点． 盆景7 点， 盆栽l

点． 計75点が会場一杯に展示され， 出展者の多彩な趣味・

特技に多くの教職員が目を見張っていました。 また， お
たて

昼時には茶道班による 抹茶の点 出しが あるなど， 会場に

見えた教職員をは じめ近郊の 住 民の方々の好評を 博しま

した。

くバレーボール大会〉

本学レクリエーション委員会体育部会排球班と文部省

共済組合富山 大学支部共催による平成5年度学内バレー

ボーノレ 大会が， 去る10月26日 （付から11月 2 日例まで本学

第 3 体育館で開催され， 部局対抗7 チームにより熱戦 が

繰り広げられました。

なお， 成 績は次のとおりです。

優 勝 工学部Aチーム

準優勝 教育学部チーム

3 位 本部Aチーム

3 位 本部Bチーム

-14 -
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くバドミントン大会〉

本学レクリエーション委員会体育部会バドミントン班

と， 文部省共済組合富山 大学支部共催による平成5年度

学内バドミントン 大会が， 去る11月 6 日 同に本学 第 3 体

育館で開催され， 部局（課）対抗8チームにより熱戦 が

繰り広げられました。

なお， 成 績は次のとおりです。

優 勝 学生部チーム

準優勝 工学部チーム

3 位 庶務部チーム

報 第347号

く卓球大会〉

本学レクリエーション委員会体育部会卓球班と， 文部

省共済組合富山 大学支部共催による平成5年度学内卓球

大会が， 去る11月19日 掛に本学 第 2 体育館で開催され，

部局対抗5 チームにより熱戦 が繰り広げられました。

なお， 成 績は次のとおりです。

優 勝 教育学部チーム

準優勝 本部チーム

3 位 工学部チーム
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昌司副司
〈新任者住所〉

人 文学 部

講 師 恒 川 正 巳

（英米言語文化）

文博蔵武授

軒

部

教

学

教

観

育

助

障

ん
X
車
禽d

文部事務官 蓋 祐里子

（庶 務 係）

〈住 所変更〉

事 務 局

庶務部庶務課

文部事務官 生 田 孝 行

（文 書 係）

教育学 部

文部事務官 岡 元 祐里子

（庶 務 係）

附属図書館

文部事務官 生 田 智 子

（受 入 係）

〈改 姓〉

教育学 部

文部事務官 岡 元 祐里子（旧姓：蓋）

（庶 務 係）

名市中姓門口子智回生

館

椀

係

書

事

入

国

部

E

属

文

け

品川

昌司��
本 部

10月 1 日 第 3 回自己点検評価委員会研究活動等専門委

員会

学内物品定期検査（教育学部）

4 日 学内物品定期検査（経済学部）

東海・北陸地区国立学校等施設整備打合せ会

（於：名古屋 大学）

平成5年度学生教育研究災害障害保険説明会

（於：名古屋ルブラ王山）

5 日 第 3 回自己点検評価委員会管理運営専門委員会

学内物品定期検査（本部）

6 日 部課長会議

学内物品定期検査（附属図書館）

7 日 労務管理研究会（於：KK R加賀）

留学生との見学会

7～8日 行政財産等の実地検査

8 日 第5回 大学院委員会

第 6 回教養教育委員会実施専門委員会

高等学校長協会と 大学との懇談会（於：高志

会館）
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12日 後学期授業開始

学内物品定期検査（工学部）

13日 学内物品定期検査（人文・理学部）

第 6 回学生生活協議会

学生募集要項公表

13～15日 平成5年度国立学校事務電算化講習会（於：

名古屋大学）

14～15日 第14回全国国立大学学生部長協議会（於．名

古屋大学）

15日 第9回評議会

第 5田部局長懇談会

18日 第85回梅内交通対策委員会

第34回北陸地区大学学生部懇話会（於：小松

短期大学）

20～22日 第31回全国厚生補導研究集会（於：富山県民

会館）

21～22日 第29回12大学教養部長・事務長連絡会議（於：

茨城大学）

21～22日 第53回東海・北陸地区国立大学等施設部課長

会議（於：名古屋工業大学）

22日 第 5 回事務協議会

共済組合全国事務担当者打合せ会（於：東京

医科歯科大学）

共済組合事務担当者研修会（於：字奈月黒部

荘）

25～29日 北陸地区事務電算化研修（於：辰口共同研修

所）

25～29日 東海・北陸地区会計事務職員研修（於．静岡

大学）

26～27日 第28回東海・北陸地区国立大学事務局長会議

（於：三重大学）

26～29日 国立学校等課長（事務長） 補佐研修（於：国

立オリンピック記念青少年総合センター）

26日 学内バレーボール大会（11/ 2 まで）

27日 部局対抗野球大会(11/22まで）

日 本育英会奨学事務研究会

27～28日 文部省施設調査

28日 第29回国立41大学庶務部長会議（於：大阪大

学）

人 文 学 部

10月 5 日 学部紀要委員会

7 日 学部教務委員会

報 第347号

教授会

8 日 係長会議

13日 学内物品定期検査

学部将来計画委員会

第16回17大学人文系学部事務長会議（於：徳

島大学）

14～15日 第39回17大学人文系学部長会議（於：徳島大

学）

20日 教授会

教授会（人事）

21日 係長会議

29日 学部 図書委員会

学部将来計画委員会

教 育 ττ1
10月1 日 学内物品定期検査

4 ～ 5 日 日 本教育大学協会北陸地区会国語科・書道科

合同研究協議会（於：富山厚生年金休暇セン ター）

6 日 学部学生生活委員会

学部教務・学生生活合同委員会

学部教務委員会

教授会

人事教授会

6 ～ 7 日 日 本教育大学協会北陸地区会社会科部門研究

協議会（於：福 井大学教育学部）

7 ～ 8 日 日 本教育大学協会北陸地区会外国語部門研究

協議会

13日 学部 図書委員会

13～14日 日 本教育大学協会北陸地区会保健体育科部門

研究協議会（於：信州大学教育学部）

14～15日 平成5年度秋季全国国立大学教育学部長会議

（於：高知共済会館）

日 本教育大学協会北陸地区会音楽科部門研究

協議会（於：信州大学教育学部）

18日 学部将来計画委員会

学部自己点検評価委員会

全国国立大学附属学校北信越地 区副校園長会

（於：浅間温泉）

19～20日 日本教育大学協会・全国国立大学問属学校連

盟全国国立大学附属学校P TA連合会北信越

地区協議会（於：信州大学教育学部附属松本

小学校・中学校）

20日 学部予算委員会
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20日 学部図書委員会

25～26日 日 本教育大学協会学長・学部長等連絡協議会

（於：箱根路「開雲」）

27日 学部職業補導委員会

学部図書委員会

27～29日 全国国立大学附属学校連盟副校園長会研究会・

日 本教育大学協会附属学校連絡協議会副校園

長分科会並びに国立大学・学部附属学校管理

運営等協議会（於：芦原温泉）

10月 1 日 平成5年度転学科・転学部出願者の選考委員会

4 日 学部自己点検評価委員会

学内物品定期検査

5 日 平成6年度大学院経済学研究科（修士課程）

入学試験合格者選考委員会

学部入学方法検討委員会

6 日 学部教務委員会

大学院経済学研究科委員会

人事教授会

教授会

7 日 日 本海経済研究所運営委員会

学部将来構想検討委員会

8 日 学部オリエンテーション

平成6年度大学院経済学研究科入学試験合格

者発表

12日 後学期授業開始

15日 学部施設整備委員会（持ち回り）

18日 学部学生生活委員会

日 本海経済研究 所運営委員会

20日 学部教務委員会

人事教授会

教授会

助手室業務運営委員会

25日 係長会議

26日 学部学生生活委員会（持ち回り）

28日 第 9 回国立12大学経済・経営学部教官懇 談会

（於：大分大学）

理 竺jρ晶ι弓」

10月 4日 学部動物実験委員会（持ち回り）

5 日 学部教務委員会

報 第3 47号

6日 教授会

人事教授会

理学研究科委員会専任教授会

12日 学部動物実験委員会（持ち回り）

18日 学科主任会議

20日 大学院設置構想推進委員会教務部会

21日 国立22大学理学部長会議（於：KKR東京竹

橋）

22日 第11回国立大学理学部長会議（於：KKR東

京竹橋）

25日 学部動物実験委員会（持ち回り）

28日 機械警備説明会

29日 機械警備説明会

工
ベ一

10月 6日 学部教務委員会

教授会

研究科委員会

専任教授会

7 日 2年生オリエンテーション

係長連絡会

12日 後期授業開始

学内物品定期検査

15日 工学部技術部連絡会

20日 係長連絡会

21日 第46回国立大学工学系事務長会議（於：京都

大学）

25日 学部自己点検評価委員会

29日 工場運営委員会

10月4 日 第5 回附属図書館 商議会

6日 学内物品定期検査

21～22日 国立大学図書館協議会シンポジウム（於：放

送大学）

22日 係長連絡会

26日 係長連絡会

水素同位体機能研究センター

10月5 日 学内物品定期検査

15日 第 3 回水素機能 研究会（於：名古屋工業大学）
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29日 文部省関係者視察

10月14日 第 1 回先端企業見学研修（吉田工業側， 鯛ス

ギノマシン）

15日 第 4 回大学院生教育講座

24日 大学開放事業「夢大学in TOYAMA’93」

28 ～29日 第 5回国立大学共同研究センター長会議（於：

群馬大学）

10月5 日 第31回全国大学保健管理研究集会運営委員会

（於：名古屋大学）

6 ～ 7 日 第31回全国大学保健管理研究集会（於 ：名古

屋大学）

8 日 第 5回国立大学保健管理施設協議会総会
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